
後の再狭窄は年間10%起こるため、抗血小板薬を2剤
用いる（低用量アスピリン、プラビックス、プレタールか
ら）。頸動脈は冠動脈と違って直径が太い(7 mm)ので
薬剤溶出ステントではなく通常のステントを使うそうで
す。

睡眠障害は万病の元？
ミニレクチャーでは、内分泌・代謝・腎臓内科（第2内
科）の新教授に昨年7月に就任された稲葉雅章教授か
ら、睡眠障害の最近の概念と生活習慣病とのかかわり
をご紹介いただきました。
睡眠は、脳が休んでいないREM睡眠と脳も寝ている

nonREM睡眠の組み合わせで成り立っているそうです。
夢をみるのはREM睡眠のときで、朝方は起きる準備と
してREM睡眠になるので、朝方に夢をみることが多い
のはそのためだそうです。

7時間の睡眠がもっとも長生きできるとのこと。しかし、
アインシュタインは10時間以上、エジソン、ナポレオン
は3時間がベストらしく、個人差があります。元気で仕
事ができていれば、その睡眠がその人に合っていると
のことです。睡眠不足は取り返せる、すなわち睡眠負
債はできるのですが、明日徹夜になるので寝溜めをし
ておくというのは無理らしい。睡眠の貯蓄はできないそ
うです。そういえば睡眠バンクというのは見かけません
ねー。

（１）

冬にも関わらず、晴天の比較的暖かい2011年2月19

日（土）に、第15回の『Face-To-Faceの会』が市大病
院５階の講堂で開催され、約70名の先生方にご参加
いただきました。

症例から：十二指腸に粘膜下腫瘍、悪性？
消化器外科の天野良亮講師の司会で「症例に学ぶ」
が始まりました。最初に消化器外科の前期研究医の倉
田研人先生から、十二指腸の異所性膵に内分泌腫瘍
が合併した興味ある症例が、初々しく提示されました。
十二指腸下行脚にSMTとして
発見され、リンパ節転移を伴っ
ていたことから手術となり、内
分泌腫瘍とわかった症例です。
カルチノイドは現在では内分泌
腫瘍(NET)に含められ、そのな
かで最も悪性度の低いNET-

G1に分類されます。本症例は
NET-G!でしたが転移があった
症例です。

次いで脳神経外科の後期研究医平真人先生から、
内頚動脈狭窄症に対して、内頚動脈内にステントを留
置するという外科治療が紹介されました。高度狭窄の
ある症例ではこのような治療が必要で、当院では90歳
が施術した患者さんの最高齢だそうです。ステント留置

『Face-To-Faceの会』だより
大阪市大における医療連携プログラム

こんなにこわい！？ 睡眠障害
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医療連携勉強会のお知らせ
第16回『Face-To-Faceの会』
・症例：２題 形成外科、消化器内科
・ミニレクチャー：
脳神経外科 教授 大畑健治
・日時：平成23年6月18日(土) 午後３時～５時
・会場：大阪市立大学医学部附属病院５階 講堂

（２）

情報提供コーナー：皮膚科から
ホクロのがん：悪性黒色腫（メラノーマ）に対する経皮
ペプチド免疫療法を、浜松医大皮膚科との多施設臨床
試験として開始しました。皮膚にがんペプチドを貼るこ
とで、皮膚のランゲルハンス細胞を介して悪性黒色腫
に対する免疫細胞を誘導し、悪性黒色腫を治療します。

アフター５でFace-to-Face
勉強会終了後の懇親会は、畑先生（住吉区医師会会
長）の乾杯の音頭で始まりました。懇親会の場も今年
度から、新設された宝塚ホテル直営の「パティオ」で
行っています。おいしい料理を楽しみながら、おなじみ
になった面々や初対面の先生方も和気藹々のひととき
を過ごしました。

不眠症は入眠障害、中途覚醒、早朝覚醒、熟眠障害
などがありますが、このような睡眠障害はQOLを損ねる
以外に肥満、高血圧などに結びついたり、うつ病リスク
も高めるので注意が必要です。
人体には中枢時計と末梢時計があり、２つの時計の
バランスが大事だそうです。この2つの時計が狂うと

サーカディアンリズムが乱れます。夜更かし、運動不足、
暴飲暴食、夜勤などがこのリズムの乱れを引き起こしま
す。サーカディアンリズムはメラトニンによって作りださ
れており、睡眠の3時間前から出てくるそうです。無理に

起きていると、メラトニンの分泌パターンが不規則になっ
てしまい、睡眠障害につながるのです。新しいタイプの
治療薬として、メラトニン受容体刺激薬が有望で、欧米
ではかなり使われているそうです。
本院では、呼吸器内科、耳鼻科、内分泌代謝内科が
協力して睡眠障害センターを開設する予定です。一泊
二日の入院で睡眠ポリグラフから睡眠パターンを診断
できます。


